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短編集未収録27作を順次、詳しく紹介しています。本号はその第４回です。前号に続き、初出年の古い順で

４作取り上げました。 （編集委員 橘雄三）

「
狂
っ
た
手
鉤
」
は
『
推
理
ス
ト
ー
リ
ー
』

一
九
六
七
年
２
月
号
掲
載
。
カ
ッ
ト
が
四
つ
入
っ

て
二
十
一
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

神
戸
港
の
弁
天
浜
付
近
が
舞
台
で
す
。

月
刊
誌
の
一
九
六
七
年
２
月
号
掲
載
で
す
か

ら
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
す
。

[

登
場
人
物]

●
大
江
源
助

60
歳
。
こ
の
ほ
ど
退
職
し
た
元

刑
事
。
勇
退
み
や
げ
に
警
部
に
昇
進
。
神
戸
の

海
岸
通
に
住
む
。
再
就
職
口
が
決
ま
ら
ず
時
間

を
持
て
余
し
て
い
る
。
引
退
後
三
週
間
目
に
、

近
所
で
事
件
が
発
生
し
生
気
を
取
り
戻
す
。

妻

病
身
。
寝
た
り
起
き
た
り
。

秀
子

娘
。
銀
行
に
勤
め
て
い
る
。

●
田
宮
幹
夫

若
い
警
部
補
。
福
井
県
の
農
家

の
三
男
坊
。
大
江
秀
子
と
恋
仲
。

●
長
島
ふ
さ

68
歳
。
弁
天
浜
で
ア
ン
コ
と
呼

ば
れ
る
港
湾
労
務
者
相
手
に
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
で

飲
食
店
を
ひ
ら
い
て
い
る
。
守
銭
奴
と
噂
さ
れ

る
。
東
京
に
嫁
い
だ
娘
が
い
る
。

●
内
田
政
子

中
突
堤
に
あ
る
『
泉
州
堂
』
の

次
女
、
六
年
生
。
近
所
の
ち
び
っ
こ
の
女
親
分
。

ふ
さ
婆
さ
ん
の
店
か
ら
関
東
煮
を
盗
ん
だ
り
の

悪
行
や
弱
い
者
い
じ
め
な
ど
も
。

●
牛
尾

神
戸
駅
近
く
の
簡
易
宿
泊
所
に
住
む
港

湾
労
務
者
。
１
４
５
cm
の
チ
ビ
。
通
称
、
エ
ロ

助
。
性
欲
変
質
者
の
傾
向
が
あ
る
。

●
笹
本
耕
市

港
湾
労
務
者
。
海
岸
通
の
バ
ラ
ッ

ク
の
二
階
に
住
む
。

喜
久
子

娘
、
精
薄
児
。

妻

娘
の
世
話
で
身
を
す
り
へ
ら
し
た
の
か
、

二
た
月
前
に
死
去
。

[

あ
ら
す
じ]

長
島
ふ
さ
が
、
自
分
の
店
で
脳
天
を
め
っ
た

打
ち
に
さ
れ
殺
さ
れ
た
。

「
凶
器
は
手
鉤
だ
な
。
そ
れ
で
め
っ
た
打
ち
し

た
ん
だ
。…

い
や
、
じ
つ
に
ひ
ど
い
」
死
体
を

一
と
目
み
て
、
大
江
は
そ
う
断
定
し
た
。

※
手
鉤
と
は
、
鳶
口
に
似
た
港
湾
労
務
者
の

て
か
ぎ

と
び
ぐ
ち

仕
事
道
具
。

二
人
目
の
犠
牲
者
は
内
田
政
子
だ
っ
た
。
中

突
堤
で
発
見
さ
れ
た
。
今
度
も
凶
器
は
手
鉤
だ
っ

た
。
一
人
目
と
の
違
い
と
言
え
ば
、
手
鉤
の
使

用
が
一
度
だ
っ
た
こ
と
だ
。

三
人
目
が
起
っ
た
。
被
害
者
は
エ
ロ
助
の
牛

尾
で
、
場
所
は
弁
天
浜
に
近
い
、
工
事
中
の
中

央
郵
便
局
裏
で
あ
っ
た
。
手
鉤
は
、
脳
天
ば
か

り
か
背
中
に
も
ぶ
ち
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
、
大
江
は
、
手
鉤
に
よ
る
連
続
殺
人

事
件
の
被
害
者
に
つ
い
て
、
三
人
と
も
、
精
薄

児
の
喜
久
子
に
よ
く
な
か
っ
た
と
い
う
共
通
点

を
見
つ
け
、
娘
・
秀
子
を
使
っ
て
の
お
と
り
作

戦
に
打
っ
て
出
る
。

右
の
挿
し
絵
は
、
ふ
さ
婆
さ
ん
の
ビ
ー
ル
の

仕
入
れ
風
景
で
す
。

長
島
ふ
さ
は
、
夜
お
そ
く
、
よ
く
ビ
ー
ル
の

空
瓶
を
古
い
乳
母
車
に
の
せ
て
、
小
さ
な
飲
食

店
を
ま
わ
っ
た
。
客
の
飲
み
残
し
た
ビ
ー
ル
を
、

そ
の
空
瓶
に
つ
め
て
、
栓
を
す
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
、
彼
女
は
ほ
と
ん
ど
原

価
な
し
の
ビ
ー
ル
を
何
ダ
ー
ス
も
そ
ろ
え
て
、

一
本
七
十
五
円
で
、
ア
ン
コ
た
ち
に
提
供
し
た

の
で
あ
る
。

「
精
薄
児
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
、
十
二
歳
の
少

女
政
子
殺
害
な
ど
、
現
代
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
作
品
で
す
。
当
時
は
、
こ
ん
な
作
品
で
も
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

短編集未収録27作を順次紹介いたします/第４回４作、その１ 「狂った手鉤（てかぎ）」

こ
ん
な
描
写
も

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

問
題
点
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「
三
つ
の
ア
リ
バ
イ
」
は

『
漫
画
読
本
』
の
一
九
六
七

年
３
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
挿
し
絵
が
三
つ
入
っ
て
、

八
ペ
ー
ジ
弱
の
短
編
で
す
。

[

舞
台]

東
南
ア
ジ
ア
の
新
興
国
の

一
つ
、
Ｋ
国
が
舞
台
で
す
。

Ｋ
国
の
首
都
Ｄ
市
か
ら
車
で

四
時
間
ほ
ど
行
く
と
、
Ｋ
国

最
大
の
河
川
モ
ヒ
ラ
ー
ブ
川

の
河
口
の
漁
村
モ
ロ
に
着
き

ま
す
。
モ
ロ
か
ら
二
時
間
ば

か
り
川
を
遡
る
と
小
部
落
サ
リ
モ
で
す
。
サ
リ
モ
に
は
、

こ
の
国
が
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
統
治
者
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
営
ん
だ
別
荘
が
い
く
軒
か
あ
り
ま
し
た
。

独
立
後
荒
れ
は
て
て
い
た
別
荘
の
一
軒
を
住
め
る
家
に

し
て
、
日
本
の
Ｄ
市
駐
在
員
仲
間
数
人
が
共
同
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
別
荘
で
殺
人
事
件
が
起
き
ま
す
。

[

作
中
時
間]

月
刊
誌
の
一
九
六
七
年
３
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
す
。

[

登
場
人
物]

●
酒
井

50
歳
に
近
い
。
阪
神
物
産
の
駐
在
員
。
Ｋ
国

在
留
八
年
。
共
同
別
荘
の
不
動
の
会
員
。
最
年
長
。

●
大
村

日
本
の
商
社
駐
在
員
。
共
同
別
荘
の
会
員
。

●
河
野

日
本
の
商
社
駐
在
員
。
共
同
別
荘
の
会
員
。

●
岸
田

日
本
の
商
社
駐
在
員
。

共
同
別
荘
の
会
員
。

●
長
谷
川

日
本
の
商
社
駐
在
員
。
共
同
別
荘
の
会
員
。

●
石
原

日
本
の
商
社
駐
在
員
。
共
同
別
荘
の
会
員
。

●
ナ
ツ

Ｄ
市
に
住
む
。
太
平
洋
戦
争
中
、
こ
の
地
に

駐
屯
し
て
い
た
日
本
軍
人
が
、
現
地
の
女
に
生
ま
せ
た

子
で
、
白
い
膚
と
黒
い
瞳
を
持
つ
美
し
い
女
性
。

[

あ
ら
す
じ]

酒
井
た
ち
の
使
用
す
る
共
同
別
荘
で
大
村
が
殺
さ
れ

た
。
死
因
は
鈍
器
に
よ
る
頭
蓋
骨
骨
折
だ
っ
た
。

別
荘
会
員
は
酒
井
を
含
め
て
六
人
だ
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
一
人
は
香
港
へ
短
期
間
の
出
張
旅
行
中
だ
っ
た
。

「
三
人
の
う
ち
の
一
人
に
ち
が
い
な
い
」

会
員
の
ひ
と
り
大
村
が
別
荘
で
惨
殺
さ
れ
た
と
き
い

た
と
き
、
酒
井
は
反
射
的
に
そ
う
思
っ
た
。

被
害
者
の
大
村
、
香
港
へ
行
っ
た
河
野
、
そ
れ
と
酒

井
自
身
を
除
く
と
、
残
る
は
岸
田
、
長
谷
川
、
石
原
の

三
人
で
あ
る
。…
。

ナ
ツ
の
せ
い
だ
。

酒
井
は
ほ
と
ん
ど
そ
う
確
信
し
て
い
た
。

ナ
ツ
は
在
留
日
本
人
に
親
近
感
と
好
意
を
も
っ
て
い

た
。
と
く
に
若
く
て
さ
わ
や
か
な
大
村
に
は
、
好
意
以

上
の
も
の
を
示
し
、
大
村
も
そ
れ
を
う
け
い
れ
て
い
た

よ
う
だ
。

だ
が
、
ほ
か
の
若
い
日
本
人
商
社
員
の
な
か
に
も
、

彼
女
に
熱
を
あ
げ
て
い
る
者
が
い
た
。

酒
井
は
、
三
人
の
ア
リ
バ
イ
を
し
ら
べ
る
。

「
三
つ
の
ア
リ
バ
イ
」
は
掲
載
誌
『
漫
画
読
本
』
の
推

理
ク
イ
ズ
作
品
で
す
。

■「
三
つ
の
ア
リ
バ
イ
」
解
決
編

短編集未収録作品紹介/第４回４作、その２ 「三つのアリバイ」

登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

補
足
及
び
解
決
編

舞
台
及
び
作
中
時
間
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短編集未収録作品紹介/第4回４作、その３ 「柔道指南の報酬」

「
柔
道
指
南
の
報
酬
」
は
『
旅
』
の
一
九
六
七
年
５
月

号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
し
絵
が
三
つ
入
っ
て
、
九

ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。
殺
人
事
件
は
起
き
ま
せ
ん
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

掲
載
誌
が
『
旅
』
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
海
外
が

舞
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
た
る
舞
台
は
イ
ラ
ン
で
、

最
後
、
少
し
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
場
面
が
あ
り

ま
す
。
掲
載
誌
の
発
行
が
一
九
六
七
年
５
月
な
の
で
、

作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
し
ょ
う
か
。

[

登
場
人
物]

●
服
部
茂

30
歳
。
柔
道
教
師
と
し
て
パ
リ
に
招
聘
さ

れ
た
が
、
そ
の
前
に
半
年
間
の
約
束
で
、
イ
ラ
ン
の
首

都
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
警
察
官
の
指
導
を
し
て
き
た
。
そ
の

任
期
も
終
り
に
近
づ
い
て
い
た
。

●
カ
シ
ム

警
官
。
服
部
が
柔
道
を
指
導
し
て
い
る
一

人
。

●
フ
ァ
テ
ィ
マ

23
歳
。
バ
ザ
ー
ル
街
に
あ
る
ペ
ル
シ
ャ

絨
毯
店
の
店
主
の
姪
で
、
店
番
を
手
伝
っ
て
い
る
。
端

正
な
容
貌
の
現
代
的
女
性
。
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
せ
る
。

●
ア
リ
ー

バ
ザ
ー
ル
街
に
陶
器
店
を
も
っ
て
い
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
ひ
げ
の
美
男
子
。
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
と
懇
意

の
よ
う
。

[

あ
ら
す
じ]

服
部
が
、
柔
道
教
師
と
し
て
海
外
へ
出
る
気
に
な
っ

た
の
は
、
愛
に
傷
つ
い
た
か
ら
で
し
た
。
服
部
は
、
快

活
な
フ
ァ
テ
ィ
マ
と
話
し
て
い
る
と
、
そ
の
傷
が
少
し

ず
つ
癒
や
さ
れ
る
と
感
じ
、
し
ば
し
ば
、
バ
ザ
ー
ル
街

の
彼
女
の
店
を
訪
れ
ま
す
。

服
部
は
、
バ
ザ
ー
ル
街
の
フ
ァ
テ
ィ
マ
の
店
へ
行
こ

う
と
し
て
い
て
、

顔
な
じ
み
の
若
い
警
官
に
出
会
っ
た
。
彼
が
柔
道
の

指
導
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
、
お
そ
ろ
し
く

体
格
の
い
い
男
で
あ
る
。

「
カ
シ
ム
、
ど
う
し
た
？
一
週
間
も
練
習
に
来
な
か
っ

た
じ
ゃ
な
い
か
」

服
部
は
片
言
の
ペ
ル
シ
ャ
語
で
き
い
た
。

「
忙
し
い
ん
で
す
よ
、
先
生
。
宝
石
泥
棒
の
お
か
げ
で

す
。
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
盗
ま
れ
ま
し
た
」

テ
ヘ
ラ
ン
で
の
柔
道
教
師
と
し
て
の
任
期
も
終
り
、

イ
ラ
ン
を
離
れ
る
直
前
、
服
部
は
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
と
シ

ラ
ズ
へ
の
自
動
車
旅
行
を
思
い
立
ち
ま
す
。

服
部
は
、
別
れ
に
際
し
、
フ
ァ
テ
ィ

マ
か
ら
、
イ
ラ
ン
滞
在
の
記
念
と
し

て
一
枚
の
ぶ
厚
い
皿
を
贈
ら
れ
ま
す
。

こ
の
皿
も
事
件
に
絡
み
ま
す
。

自
動
車
旅
行
の
途
中
、
服
部
は
、

ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
が
近
づ
い
た
と
こ
ろ

で
覆
面
を
し
た
四
人
の
男
に
襲
わ
れ

る
。
う
ち
二
人
は
ピ
ス
ト
ル
を
握
っ

て
い
た
。

下
の
挿
し
絵
は
、
こ
の
と
き
の
服
部

の
活
躍
で
す
。

ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
は
、
荒
野
に
棄
て
ら
れ
た
、
古
代
の

大
化
石
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
は
、
ア
ジ
ア･

ア
フ
リ
カ･

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
大

陸
に
ま
た
が
る
領
土
を
支
配
し
た
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
ハ
カ

マ
ヌ
（
シ
ア
ケ
メ
ネ
ス
）
王
朝
の
都
だ
っ
た
。

紀
元
前
三
三
〇
年
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

大
王
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
き
、
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
は
焼
き
払

わ
れ
た
の
だ
。

ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
描
写
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

こ
れ
だ
け
記
述
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
の
筋
立
て
な
ど
、

概
略
は
見
え
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
作
品
の
最
後
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の

場
面
で
す
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
着
い
て
、
ホ
テ
ル
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
に
は
い
っ
た
と
き
、
彼
（
服
部
）
は
半
年
ぶ
り
に
意

外
な
人
物
を
、
ロ
ビ
ー
で
見
か
け
た
。

「
フ
ァ
テ
ィ
マ
！
」

そ
し
て
も
う
一
人
、
コ
ー
ル
マ
ン
ひ
げ
の
美
男
子
ア

リ
ー
。
二
人
は
宝
石
泥
棒
の
一
味
だ
っ
た
の
で
す
。

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ
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「
疾
走
す
る
青
春
」
は
『
週
刊
読
売
』
の
一
九
六
八
年

５
月
10
日
号
掲
載
で
す
。
挿
絵
が
四
つ
入
っ
て
十
ペ
ー

ジ
の
短
編
で
す
。
推
理
小
説
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

主
人
公
が
出
場
す
る
オ
ー
ト
バ
イ
や
四
輪
の
レ
ー
ス

が
行
な
わ
れ
る
浅
間
高
原
、
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
、
地
名
、
固
有
名
詞
は
出
て
き

ま
す
が
、
登
場
人
物
が
生
活
す
る
町
が
ど
こ
な
の
か
記

述
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
作
中
時
間
は
、
作
品
掲
載
年
の
一
九
六
八
年

頃
な
の
で
し
ょ
う
。

[

登
場
人
物]

●
長
峰
清

有
名
な
彫
刻
家
。

●
長
峰
進
一

清
の
息
子
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
ア
ト
リ

エ
で
父
の
仕
事
を
何
時
間
も
眺
め
て
い
た
り
、
庭
の
隅

に
し
ゃ
が
み
、
蟻
の
行
列
を
見
て
い
た
り
す
る
子
供
で

あ
っ
た
（
『
隅
っ
こ
の
進
一
』
）
。
体
格
が
や
や
小
さ

か
っ
た
が
病
弱
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
機
械
い
じ
り
を
は
じ
め
、

中
学
に
入
り
、
模
型
の
電
気
機
関
車
は
卒
業
、
本
物
の

オ
ー
ト
バ
イ
が
欲
し
い
と
ね
だ
っ
た
と
き
、
父
は
よ
ろ

こ
ん
で
そ
れ
を
許
し
与
え
た
。
進
一
は
、
や
が
て
、
オ
ー

ト
バ
イ
か
ら
更
に
四
輪
の
レ
ー
サ
ー
に
。

し
か
し
、
『
隅
っ
こ
の
進
一
』
は
レ
ー
サ
ー
に
な
っ

て
も
つ
い
て
ま
わ
っ
た
。

平
井
昌
子
の
気
を
惹
き
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。

●
沼
本
俊
雄

長
峰
進
一
の
幼
稚
園
時
代
か
ら
の
友
人
。

大
柄
で
威
勢
の
よ
い
餓
鬼
大
将
だ
っ
た
。
中
学
、
髙
校

と
、
陸
上
競
技
の
中
距
離
選
手
と
し
て
は
な
ば
な
し
く

活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。

●
平
井
昌
子

先
ず
沼
本
と
知
り
合
い
、
長
峰
進
一
と

も
つ
き
合
う
よ
う
に
な
る
。
二
人
よ
り
一
歳
下
。

[

あ
ら
す
じ]

中
学
、
髙
校
と
、
進
一
は
オ
ー
ト
バ
イ
に
の
め
り
込

ん
だ
。
彼
の
乗
り
方
は
、
大
胆
不
敵
に
み
え
た
。
『
サ
ー

カ
ス
の
進
一
』
と
あ
だ
名
が
つ
く
ほ
ど
、
き
わ
ど
い
コ
ー

ナ
リ
ン
グ
も
マ
ス
タ
ー
し
た
。

高
校
二
年
生
の
と
き
、
進
一
は
友
人
に
誘
わ
れ
て
陸

上
競
技
の
試
合
を
み
に
行
っ
た
。
沼
本
俊
雄
が
五
千
メ
ー

ト
ル
に
出
場
し
て
一
等
に
な
っ
た
。

「
カ
ッ
コ
い
い
わ
！
」
隣
に
い
た
女
子
高
校
生
が
、
手

を
た
た
き
な
が
ら
叫
ん
だ
。

「
そ
ん
な
に
カ
ッ
コ
い
い
か
い
？
」

「
そ
う
よ
、
シ
ビ
れ
ち
ゃ
う
わ
よ
」

「
き
み
は
シ
ビ
れ
る
の
が
好
き
か
い
？
」

「
た
ま
ら
な
い
わ
。
ほ
ん
と
う
に
生
き
て
る
っ
て
か
ん

じ
よ
」

「
も
っ
と
す
ご
く
シ
ビ
れ
る
も
の
を
み
せ
て
や
ろ
う
か
？
」

女
子
高
校
生
は
名
を
平
井
昌
子
と
い
っ
た
。

彼
女
が
美
し
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
最
大
の
理
由
で

は
な
い
。
彼
女
が
沼
本
俊
雄
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
で
あ

り
、
彼
の
五
千
メ
ー
ト
ル
優
勝
に
シ
ビ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
、
進
一
を
奮
起
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

進
一
は
浅
間
高
原
で
の
オ
ー
ト
レ
ー
ス
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
昌
子
を
誘
っ
た
。

そ
の
日
の
レ
ー
ス
で
、
ゴ
ー
ル
前
数
キ
ロ
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
進
一
は
め
ま
い
を
か
ん
じ
た
。
な
ぜ
め
ま
い

を
か
ん
じ
た
の
か
？

…

。

そ
れ
は
逞
し
い
男
性
に
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
だ
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
を
武
器
と
し
て
つ
よ
く
な
っ
た
進
一
が
、
強

者
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
ゲ
ー
ト
と
い
う
べ
き
場

所
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ー
ル
近
く
に
な
っ
て
、
あ

の
『
隅
っ
こ
の
進
一
』
が
ひ
ょ
い
と
顔
を
の
ぞ
か
せ
た

の
で
あ
る
。
軽
い
め
ま
い
が
し
た
。

「
ま
だ
あ
い
つ
は
お
れ
か
ら
離
れ
な
い
」

あ
い
つ
と
は
、
む
か
し
の
自
分
の
こ
と
で
あ
る
。

進
一
は
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
四
輪
に
転
向
し
た
が
、
レ
ー

ス
の
ヤ
マ
場
で
顔
を
出
す
、
む
か
し
の
弱
い
自
分
、

『
隅
っ
こ
の
進
一
』
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

た
。そ

し
て
、
も
う
一
つ
、
い
つ
も
心
を
占
め
て
い
る
の

は
平
井
昌
子
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て…

。

短編集未収録作品紹介/第４回４作、その４ 「疾走する青春」

舞
台
・作
中
時
間
、
登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ


